
17歳平和の火を全国へ韓国で
採　火

在
韓
被
爆
者
の
痛
み
託
し

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
で
平
和
の
心
と
在
韓
被
爆
者
の
痛

み
を
伝
え
よ
う
と
、
九
度
山
抑
汀
古
沢
、
き
の
く
に
国
際

高
等
専
修
学
校
2
年
、
深
頗
朝
さ
ん
（
1
7
）
と
母
の
一
桧

さ
ん
（
4
4
）
ら
が
、
韓
国
・
隣
川
に
渡
っ
た
原
爆
の
残
り

火
「
平
和
の
火
」
を
．
現
地
で
採
火
、
持
ち
帰
っ
て
全
国
に

届
け
る
。
1
2
、
1
9
日
に
一
桧
さ
ん
が
横
浜
市
と
紀
の
川
市

で
、
1
6
、
1
8
日
に
明
加
さ
ん
と
同
級
生
の
田
中
希
さ
ん

（
1
7
）
が
札
幌
市
と
新
潟
県
燕
市
で
、
地
域
の
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
主
催
者
に
「
平
和
の
火
」
を
分
け
る
採
火
セ
レ
モ

l
T
を
開
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
【
上
鶴
弘
志
】

ランプに手采火した「平手口の火」
を大切に守る深尾一絵さん

＝九度山町セ

和
の
火
」
を
駅
川
に
運
び
、

在
韓
被
爆
者
ら
も
参
加
し
て

採
火
式
を
実
施
。
深
層
さ
ん

母
子
も
参
加
し
、
地
域
の
主

催
者
ら
に
渡
す
「
ピ
ー
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
役
を
員
っ
て

紀
の
川
で
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
朋

「
平
和
の
火
」
を
届
け
る
深
尾
明
加
さ
ん
（
石
）
と
田
中
希
さ
ん
＝
橋
本
市
で

「
平
和
の
火
」
は
、
福
岡

県
八
安
市
皇
野
村
出
身
の
若

者
が
、
広
島
で
被
爆
し
て
亡

く
な
っ
た
叔
父
の
形
見
に
と

持
ち
帰
り
、
村
が
守
り
続
け

て
い
る
。
平
和
を
考
え
る
き

っ
か
け
に
と
「
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
美
行

粟
大
阪
市
）
が
呼
で
か
け
、

毎
年
夏
至
や
冬
至
の
こ
ろ
、

村
で
採
火
し
た
火
を
分
け
て

全
国
で
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
√
ト

を
開
催
し
て
い
る
。

隣
川
は
在
韓
被
爆
者
が
多

く
、
「
韓
国
の
ヒ
ロ
シ
マ
」

と
呼
ば
れ
る
。
今
回
は
「
平

出
た
。
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

は
日
韓
約
6
0
カ
所
で
開
か

れ
、
こ
の
う
ち
深
属
さ
ん
ら

が
届
け
た
火
は
2
3
会
場
で
と

も
さ
れ
る
と
い
う
。

2
人
で
〝
平
和
の
旅
″
を

す
る
明
加
さ
ん
と
田
中
さ
ん

は
「
韓
国
の
被
爆
2
世
、
3

世
の
苦
し
み
を
聞
い
て
泣
き

ま
し
た
。
こ
の
気
持
ち
を
み

ん
な
に
伝
え
ま
す
」
　
「
平
和

の
大
切
さ
は
知
っ
て
い
て

も
、
ど
う
伝
え
れ
ば
い
い
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
平
和

の
火
が
、
動
く
き
っ
か
け
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
硝

し
た
？
紀
の
川
市
の
採
火
セ
レ
モ

ニ
ー
は
、
．
1
9
日
午
後
1
暗
か

ら
同
市
北
中
の
米
市
良
囲

で
。
夜
は
同
塵
国
主
催
の
キ

ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
も
あ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
深
層
一
胎
さ

ん
（
電
話
0
7
0
・
6
6
8

2
・
6
3
3
8
）
。


